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=抄録= 

 [背景] 近年、医療認可された WSI スキャナーが多数開発されており、各病院規模に応じて

スキャナーを導入する例が増えている。導入した施設の大半は、顕微鏡診断とデジタル画像

診断のハイブリットな観察環境下にあり、顕微鏡の対物レンズで観察している際の病理標本

の色と液晶ディスプレイ(LCD)上で観察する色の違いが病理医のストレスとなっている。そ

こで、本研究では、画像入力側（WSI スキャナー）と画像出力側（LCD）の色特性を記述し

た ICC プロファイルを用いることで、LCD 上で顕微鏡観察時の色を再現する病理カラーマ

ネジメントシステムを提案する。 

[方法]初めに、色標準用と階調標準用のカラーチャートを WSIスキャナーで撮影し、プロフ

ァイラーソフトを用いることで“入力用 ICC プロファイル”を作成する。次に、撮影した病理

画像を入力用 ICC プロファイルに基づき機器非依存の色空間へ変換する。最後に、LCD に

おいて顕微鏡光源を想定した“出力用 ICCプロファイル”を適用することで、目標とする色空

間をモニタ上に再現することが可能となる。 

[実験・結果]WSIスキャナーとして浜松ホトニクス製 NanoZoomer-XRと Philips 製UFS を

用いた。また、LCD はハードウエア色校正を可能とする EIZO製ディスプレイを用いた。出

力用 ICC プロファイルを作成する際の顕微鏡光源の色特性は、事前に計測した LED 光源搭

載の数種類の顕微鏡から推定した。本手法を適用した LCD 上の WSI の色は適用無しの場合

と比較して、顕微鏡観察下における色に近似していた。今後の課題として、提案手法が病理

診断に有効であるか病理医参加の主観評価実験により明らかにする必要がある。  


